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福島原発事故とコミュニティ
〜双葉町社会福祉協議会加須事務所での交流を通じて〜
The Fukushima nuclear plant accident and community activities  




In 2011, due to the Fukushima nuclear power plant meltdown following the earthquake and 
tsunami, people of town of Futaba in Fukushima Prefecture had to evacuate elsewhere and were 
unable to return to their homes. Many were displaced to Iwaki City in Fukushima and Kazo City 
in Saitama. The meltdown not only spread radiation but also divided the community. The 
evacuees from Futaba have been separated not only from their from their family members, but 
also friends and other members of their township. Today, they are still struggling to integrate 
into the new communities they were evacuated to. The Futaba Social Welfare Council Office is 
working to keep their community connected and to support the evacuees. The author and 
several Rikkyo University students sometimes visit Kazo Office to talk to people from Futaba 
where they learn about the town’s history, the building of the nuclear power plant, and the lives 
the people are living today, following the evacuation. They have found that listening to the 
peoples’ stories provides some small measure of empowerment. Through the activities at the 
Kazo Office, they are helping others remember the impact of the nuclear plant accident and the 
loss of their community.
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２　双葉社協職員からの学び
双葉町民をサポートする社協の職員も、また避難者である。社協の職員から毎回学生に話をし
ていただいているが、支援とは何かを改めて考える機会になる。
震災時は、車いすの利用者を安全に避難させることを第一に考え、社協職員は利用者と共に双
葉町内で一泊し、まず利用者をヘリで福島県内陸部に運び、その地の施設などに受け入れてもら
い、その後に避難したという。また南台仮設の社協サポートサロン「ひだまり」で学生が「どん
な気持ちで利用者さんに接しているのですか？」と田中所長に訪ねると、「ひだまりスローガン」
を教えてくれた。これは職員の方が毎日復唱しているもので、そのうちの一つに「利用者さんは
人生の先輩である」というのがあり、この気持ちを忘れずにいるそうである。もし慣れが出てく
ると、トラブルも起きてくる。利用者さんは人生の先輩という理念のもとに支援活動が行われて
いることを知った。
社協のプログラムは、一部、近隣の住民にも開かれており、双葉町の町民と地元の市民が一緒
に体操やイベントをする。これにより避難者である双葉町民と地元市民のより良い関係も生まれ
ている。これから避難先で長らく生活すると決めている町民が多いので、地元のコミュニティに
溶け込む機能、場作りも、社協の大事な業務（13）であろう。
３　原発問題を考える
双葉町民と交流して楽しい時間を持ったり、教えていただくことによって元気や活力を生み出
すことは大切なことである。しかし一度立ち止まって、このような長期にわたる避難生活がなぜ
あるのか、その原因である原発事故や、関連する原発再稼働問題、中間貯蔵施設の建設問題など、
広く社会問題として考えていくことを通じて、コミュニティの在り方を学んでいくことが必要で
ある。
今回、学生達が双葉町民と１年間にわたり交流をしながら、「支援とは何か」ということを議
論する中で、学生達が他の学生たちに伝えたいと話してくれることが増えていた。また、鹿児島
県の川内原発や愛媛県の伊方原発、福井県の高浜原発の再稼働がニュースになっていたが、ゼミ
では「避難計画ができていないのに再稼働することはどうなのか？双葉町のことを忘れているの
ではないか」などと話し合う様子も見られた。
例えば、学生の書いたゼミ論文に以下のような一節がある。
「福島原子力発電所で作られた電力は、福島県には供給されておらず、関東の電力を作ってい
エンパワメントの度合い①、②＜③、④
表１　加須事務所での支援・交流活動の４つのタイプ
専門家 非専門家（学生など）
訪問者が提供する
① お茶の会、講談、音楽療法などで元気や
笑いを提供。
② クイズやイベントなどを準備していき、楽しんでも
らう。
町民が表現し、
訪問者が「驚く」
③ ダンスセラピーで双葉を語る、身体で表
現することで誇り、愛着が生まれる。
④「驚き」をもって戦争の話を聞く、原発の歴史など
を聞く、昔の暮らしを聞く、おもてなしを受ける。 
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たのだ。みんなの電力を作るために原子力発電所があって、その原子力発電所で事故があって、
放射能の影響で住民が住むことができない。みんなの犠牲になってしまった福島県に、ボラン
ティアだけでなく日々の生活で出来る事をこれからも取り組んでいきたいと思う。日本に住む全
員が、誰一人として他人事ではないのだ。後悔先に立たずではあるが、尊い犠牲を無駄にする事
なく、コミュニティの大切さを考えると同時にこの経験を今後に活かすことが必要だと思った。」
おわりに
１年あまりの関わりで、原発事故の避難や、双葉町のコミュニティについて言えることは少な
い。支援といってもできることは限られている。しかし、私たちにできることは、交流して楽し
い時間を持ちながら、原発事故で故郷に帰還できない双葉町民がどのような状況に置かれている
のかを知り、伝えていくこと、そして「避難者」「被災者」ではなく「人生の先輩」として教え
てもらいながら、「他人事ではない」自分たちの問題として社会に発信していくことである。交
流や「教わること」を通じてこれからの社会やコミュニティの在り方を問い続けていくことが、
私たちにできる支援ではないだろうか。
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